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(54)【発明の名称】 駆動回路および表示装置

(57)【要約】
【課題】  従来のＩＮＶ機能では、画像データのＲ、
Ｇ、Ｂ各成分毎に変化傾向が異なる場合に発生する変化
点の増加を抑えることに困難があった。
【解決手段】  画像信号配線および、画像信号配線と互
いに交差して複数の格子領域を形成する走査信号配線を
少なくとも有する液晶パネル７と、画像信号配線に電圧
を印加する画像信号駆動回路群６と、走査信号配線に電
圧を印加する走査信号駆動回路群５と、映像データを処
理して、画像信号駆動回路群６に画像信号として供給す
るとともに、走査信号駆動回路群５に走査信号として供
給する信号処理回路１とを備え、液晶パネルの１画素単
位の映像データを、所定の分割数にて分割して、分割さ
れたデータのそれぞれに対して反転制御を行い、画像信
号駆動回路群６は、反転制御された分割されたデータの
再反転制御を行い、分割されたデータを複合する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画像信号配線および、前記画像信号配線
と互いに交差して複数の格子領域を形成する走査信号配
線を少なくとも有する表示パネルを有する表示装置の駆
動回路であって、
前記画像信号配線に電圧を印加するための画像信号駆動
回路と、
前記走査信号配線に電圧を印加するための走査信号駆動
回路と、
映像データを処理して、前記画像信号駆動回路に画像信
号として供給するとともに、前記走査信号駆動回路に走
査信号として供給する信号処理回路とを備え、
前記信号処理回路は、
前記表示パネルの１画素単位の前記映像データを、所定
の分割数にて分割して、分割されたデータのそれぞれに
対して反転制御を行い、
前記画像信号駆動回路は、反転制御された前記分割され
たデータの再反転制御を行い、前記分割されたデータを
複合することを特徴とする駆動回路。
【請求項２】  前記所定の分割数の分割は、前記映像デ
ータのＲＧＢ成分である、Ｒ画像データ、Ｇ画像デー
タ、Ｂ画像データのそれぞれに対応する３分割であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の駆動回路。
【請求項３】  前記信号処理回路は、
前記映像データを前記Ｒ画像データ、Ｇ画像データ、Ｂ
画像データに分解する画像データ分解手段と、
前記表示パネル上の所定のＮ－１番目の画素の前記Ｒ画
像データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像データと、前記表示パ
ネル上の所定のＮ番目（Ｎ：自然数）の前記Ｒ画像デー
タ、Ｇ画像データ、Ｂ画像データとをそれぞれ、対応す
るデータ列毎に比較する画像データ成分別比較手段と、
前記画像データ成分別比較手段の比較結果に基づき、前
記Ｎ番目の前記Ｒ画像データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像デ
ータのそれぞれにつき反転制御を行う画像データ成分別
反転手段と、
前記Ｎ番目の前記Ｒ画像データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像
データが反転制御されたことをそれぞれの画像データ毎
に示すＩＮＶ信号を生成するＩＮＶデータ信号成分別生
成手段とを備え、
前記画像信号駆動回路は、
前記ＩＮＶ信号を処理するＩＮＶ信号処理手段と、
前記ＩＮＶ信号処理手段の処理結果に基づき、前記Ｎ番
目の前記Ｒ画像データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像データの
再反転制御を行う画像データ成分別再反転手段と、
前記画像データ成分再反転手段から出力された前記Ｒ画
像データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像データを複合する画像
データ複合手段とを備えたことを特徴とする請求項２に
記載の駆動回路。
【請求項４】  前記画像データ成分別反転手段は、
前記画像データ成分別比較手段の比較結果が、前記Ｎ－*
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*１番目の画素のそれぞれの成分の画像データと前記Ｎ番
目のそれぞれの成分の画像データとの間で、過半数の前
記対応するデータ列に変化している場合、前記反転制御
を行うことを特徴とする請求項３に記載の駆動回路。
【請求項５】  請求項１から４のいずれかに記載の駆動
回路と、
画像信号配線および、前記画像信号配線と互いに交差し
て複数の格子領域を形成する走査信号配線を少なくとも
有する表示パネルとを備えたことを特徴とする表示装
置。
【請求項６】  請求項５に記載の表示装置を搭載したこ
とを特徴とする画像表示応用装置。
【請求項７】  請求項１から４のいずれかに記載の駆動
回路の全部または一部の手段の全部または一部の機能を
コンピュータにより実行させるためのプログラムおよび
／またはデータを担持した媒体であって、コンピュータ
により処理可能なことを特徴とする媒体。
【請求項８】  請求項１から４のいずれかに記載の駆動
回路の全部または一部の手段の全部または一部の機能を
コンピュータにより実行させるためのプログラムおよび
／またはデータであることを特徴とする情報集合体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶パネルの駆動回
路および液晶パネルと駆動回路を組み合わせた表示装置
に関し、駆動回路の画像信号反転制御（ＩＮＶ）信号を
用いたものに関する。
【０００２】
【従来の技術】図５は従来のデジタル方式の液晶表示装
置を示す模式的なブロック図である。この液晶表示装置
はデータ信号・データ反転制御（以下ＩＮＶと記載）信
号処理回路１０２および制御信号処理回路１０３から構
成される信号処理回路１０１と、複数の走査電極駆動回
路１０５ａから構成される走査電極駆動回路群１０５
と、複数の信号電極駆動回路１０６ａから構成される信
号電極駆動回路１０６と、液晶パネル１０７と、データ
信号バス１１０と、ＩＮＶ信号バス１０８と、信号電極
駆動用制御信号バス１０９と、走査電極駆動用信号バス
１１１と、画像信号・同期信号入力部１０４とから構成
される。
【０００３】また、図６は前記データ信号・ＩＮＶ信号
処理回路１０２を更に詳しく説明した詳細図である。図
に示すように、データ信号・ＩＮＶ信号処理回路１０２
は、ＲＧＢ画像データ信号反転回路２０１と、ＲＧＢ画
像データ信号比較回路２０２と、ＲＧＢデータ信号保持
回路２０３と、同期信号生成回路２０５と、ＩＮＶ信号
生成回路２０４とから構成される。
【０００４】更に図７は前記信号電極駆動電極回路１０
６ａを更に詳しく説明した詳細図である。図に示すよう
に、信号電極駆動電極回路１０６ａは、ＲＧＢ画像信号
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反転回路３０１と、ＩＮＶ信号処理回路３０２と、シフ
トレジスタ回路３０６と、ラッチ回路３０５と、Ｄ／Ａ
コンバータ３０４と、出力回路３０３とから構成され
る。
【０００５】図８は、クロック信号とＲＧＢデータ信号
およびＩＮＶ信号のＮ－１ドット目とＮドット目の信号
波形を示す図である。
【０００６】以上のように構成される、従来の液晶表示
装置のＩＮＶ信号まわりの動作について以下図５～図８
を用いて説明する。
【０００７】まず、図５に示すように、画像信号・同期
信号入力部１０４から入力された画像信号・同期信号を
元に、制御信号処理回路１０３は、信号電極回路群１０
６で使用するスタートパルス信号、クロック信号、ロー
ド信号を生成する。
【０００８】次に、図６に示すように、データ信号・Ｉ
ＮＶ信号処理回路１０２は、まず、現サイクル（Ｎドッ
ト目）のＲＧＢ画像データと１ドット前のサイクル（Ｎ
－１ドット目）でＲＧＢデータ信号保持回路２０３に格
納された１ドット前のＲＧＢ画像データとを取り出し、
ＲＧＢデータ信号比較回路２０２へ出力する。ＲＧＢデ
ータ信号比較回路２０２は、入力された現サイクルのＲ
ＧＢ画像データと１ドット前のサイクルのＲＧＢ画像デ
ータとの比較を行う。
【０００９】ここでＲ、Ｇ、Ｂの成分のデータ信号がそ
れぞれ６ｂｉｔの場合では、ＲＧＢ各成分合わせて１８
ｂｉｔの内、１０ｂｉｔ以上のデータが１ドット前のデ
ータから変化した時、ＩＮＶデータ信号生成回路２０４
においてＩＮＶ信号を生成し、ＩＮＶ信号バス１０８を
経由して、信号電極駆動回路群１０６にＩＮＶ信号を供
給する。例えば、図８に示したようにＮ－１ドット目の
ＲＧＢデータ信号が＃３ＦＦＦＦ（Ｒ＝＃３Ｆ，Ｇ＝＃
３Ｆ，Ｂ＝＃３Ｆ）で、Ｎドット目の値が＃０００００
（Ｒ＝＃００，Ｇ＝＃００，Ｂ＝＃００）である場合
は、両データの間で、１８ビット中１８ビットのデータ
が変化するため、ＩＮＶ信号が生成される。
【００１０】一方、ＲＧＢデータ信号反転回路２０１
は、ＲＧＢ画像データを反転させた反転信号を信号電極
駆動制御バス１１０を経由して、信号電極駆動回路群１
０６に供給する。
【００１１】次に、図７に示すように、信号電極駆動回
路１０６ａは、ＲＧＢ画像データの反転信号をＲＧＢ画
像信号反転回路３０１で受け取り、ＩＮＶ信号をＩＮＶ
信号処理回路３０２で受けとる。ＩＮＶ信号処理回路３
０２はＩＮＶ信号から制御信号を生成して、ＲＧＢ画像
信号反転回路３０１に出力する。
【００１２】ＲＧＢ画像信号反転回路３０１は、受け取
った制御信号に基づいて、入力されたＲＧＢ画像データ
の反転信号を再度反転し、ラッチ回路３０５に供給す
る。
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【００１３】以後、データ信号・ＩＮＶ信号処理回路１
０２より入力するＩＮＶ信号とＲＧＢ画像信号に基づい
て、信号処理が行われ、継続的にラッチ回路３０５にＲ
ＧＢデータ信号が供給される。
【００１４】一方、ラッチ回路３０５には、制御信号バ
ス１０９を通じて制御信号処理回路１０３から供給され
るロード信号に同期して、シフトレジスタ３０６から供
給される制御信号に基づき、ＲＧＢ画像信号反転回路３
０１から出力されたＲＧＢデータ信号をラッチする。ラ
ッチしたＲＧＢデータ信号は後段のＤ／Ａコンバータ回
路３０４に送られ、アナログデータに変換されて、パネ
ル出力回路３０３を経由して液晶パネル１０７に供給さ
れ、液晶パネルを駆動する。
【００１５】液晶パネル１０７内の画素には、制御信号
処理回路１０３から走査電極駆動制御信号バス１１１を
経由して、走査電極回路群１０５にスタートパルス、ク
ロック信号等が供給され、信号電極回路１０６から供給
されたデータ信号を画素に取り込み、液晶パネル１０７
に画像表示を行う。
【００１６】次に、図６に示すように、ＲＧＢデータ信
号比較回路２０２において、Ｒ、Ｇ、Ｂそれぞれのデー
タ信号が６ｂｉｔの場合では、ＲＧＢ合わせて１８ｂｉ
ｔの内、１０ｂｉｔ以上のデータが１ドット前のデータ
から変化しない時は、ＩＮＶデータ信号生成回路２０４
においてＩＮＶ信号は生成されず、ＩＮＶ信号バス１０
８を経由して、信号電極駆動回路群１０６にＩＮＶ信号
を供給しない。
【００１７】同時にＲＧＢデータ信号反転回路２０１で
は、ＩＮＶデータ信号生成回路２０４から供給される制
御信号に基づき、ＲＧＢ画像データの正転信号を信号電
極駆動制御バス１１０を経由して、信号電極駆動回路群
１０６に供給する。
【００１８】信号電極駆動回路１０６ａにおいては、Ｒ
ＧＢ画像データの正転信号をＲＧＢ画像信号反転回路３
０１で受け取り、ラッチ回路３０５に供給する。
【００１９】以後、ＲＧＢ画像信号に基づいて、信号処
理が行われ、継続的にラッチ回路３０５にＲＧＢデータ
信号が供給される。
【００２０】ラッチ回路３０５には制御信号バス１０９
を通じて制御信号処理回路１０３から供給されるロード
信号に同期して、シフトレジスタ３０６から供給される
制御信号に基づき、ＲＧＢデータ信号をラッチする。ラ
ッチしたＲＧＢデータ信号は後段のＤ／Ａコンバータ回
路に送られ、アナログデータに変換されて、パネル出力
回路３０３を経由して液晶パネル１０７に供給され、液
晶パネルを駆動する。
【００２１】液晶パネル１０７内の画素には制御信号処
理回路１０３から走査電極駆動制御信号バス１１１を軽
油して、走査電極回路群１０５にスタートパルス、クロ
ック信号等が供給され、信号電極回路１０６から供給さ
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れたデータ信号を画素に取り込み、液晶パネル１０７に
画像表示を行う。
【００２２】
【発明が解決しようとする課題】このように、従来の液
晶パネルの動作において、特にＩＮＶ信号制御において
はＲＧＢ画像データ全体、本従来例ではＲ、Ｇ、Ｂそれ
ぞれ６ｂｉｔ×３（Ｒ、Ｇ、Ｂの３成分）＝１８ｂｉｔ
のデータの内、半数以上が、直前の画素のデータと変化
したかどうかを比較することにより、ＩＮＶ信号制御を
行うか行わないかの判定を行っている。
【００２３】しかしながら、ＲＧＢ画像データ全体のｂ
ｉｔ数が大きくなり、Ｒ、Ｇ、Ｂそれぞれのデータの変
化の傾向が異なればなるほど、ＩＮＶ機能を使った場合
のデータ信号の変動確率が下がらなくなるという問題が
発生してきた。そのため、ＩＮＶ機能を使っても、有効
な効果が得られないという問題が発生してきた。
【００２４】本発明は、上記の問題を解決するためにな
されたものであり、ＩＮＶ機能を使った場合のデータ信
号の変動確率を上げて、ＩＮＶ機能を有効に活用するこ
とが可能な表示装置を提供することを目的とする。
【００２５】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
めに、第１の本発明（請求項１に対応）は、画像信号配
線および、前記画像信号配線と互いに交差して複数の格
子領域を形成する走査信号配線を少なくとも有する表示
パネルを有する表示装置の駆動回路であって、前記画像
信号配線に電圧を印加するための画像信号駆動回路と、
前記走査信号配線に電圧を印加するための走査信号駆動
回路と、映像データを処理して、前記画像信号駆動回路
に画像信号として供給するとともに、前記走査信号駆動
回路に走査信号として供給する信号処理回路とを備え、
前記信号処理回路は、前記表示パネルの１画素単位の前
記映像データを、所定の分割数にて分割して、分割され
たデータのそれぞれに対して反転制御を行い、前記画像
信号駆動回路は、反転制御された前記分割されたデータ
の再反転制御を行い、前記分割されたデータを複合する
ことを特徴とする駆動回路である。
【００２６】また、第２の本発明（請求項２に対応）
は、前記所定の分割数の分割は、前記映像データのＲＧ
Ｂ成分である、Ｒ画像データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像デ
ータのそれぞれに対応する３分割であることを特徴とす
る上記本発明である。
【００２７】また、第３の本発明（請求項３に対応）
は、前記信号処理回路は、前記映像データを前記Ｒ画像
データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像データに分解する画像デ
ータ分解手段と、前記表示パネル上の所定のＮ－１番目
の画素の前記Ｒ画像データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像デー
タと、前記表示パネル上の所定のＮ番目（Ｎ：自然数）
の前記Ｒ画像データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像データとを
それぞれ、対応するデータ列毎に比較する画像データ成

6
分別比較手段と、前記画像データ成分別比較手段の比較
結果に基づき、前記Ｎ番目の前記Ｒ画像データ、Ｇ画像
データ、Ｂ画像データのそれぞれにつき反転制御を行う
画像データ成分別反転手段と、前記Ｎ番目の前記Ｒ画像
データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像データが反転制御された
ことをそれぞれの画像データ毎に示すＩＮＶ信号を生成
するＩＮＶデータ信号成分別生成手段とを備え、前記画
像信号駆動回路は、前記ＩＮＶ信号を処理するＩＮＶ信
号処理手段と、前記ＩＮＶ信号処理手段の処理結果に基
づき、前記Ｎ番目の前記Ｒ画像データ、Ｇ画像データ、
Ｂ画像データの再反転制御を行う画像データ成分別再反
転手段と、前記画像データ成分再反転手段から出力され
た前記Ｒ画像データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像データを複
合する画像データ複合手段とを備えたことを特徴とする
上記本発明である。
【００２８】また、第４の本発明（請求項４に対応）
は、前記画像データ成分別反転手段は、前記画像データ
成分別比較手段の比較結果が、前記Ｎ－１番目の画素の
それぞれの成分の画像データと前記Ｎ番目のそれぞれの
成分の画像データとの間で、過半数の前記対応するデー
タ列に変化している場合、前記反転制御を行うことを特
徴とする上記本発明である。
【００２９】また、第５の本発明（請求項５に対応）
は、第１から第４のいずれかの本発明の駆動回路と、画
像信号配線および、前記画像信号配線と互いに交差して
複数の格子領域を形成する走査信号配線を少なくとも有
する表示パネルとを備えたことを特徴とする表示装置で
ある。
【００３０】また、第６の本発明（請求項６に対応）
は、第５の本発明の表示装置を搭載したことを特徴とす
る画像表示応用装置である。
【００３１】また、第７の本発明（請求項７に対応）
は、第１から第４のいずれかの本発明の駆動回路の全部
または一部の手段の全部または一部の機能をコンピュー
タにより実行させるためのプログラムおよび／またはデ
ータを担持した媒体であって、コンピュータにより処理
可能なことを特徴とする媒体である。
【００３２】また、第８の本発明（請求項８に対応）
は、第１から第４のいずれかの本発明の駆動回路の全部
または一部の手段の全部または一部の機能をコンピュー
タにより実行させるためのプログラムおよび／またはデ
ータであることを特徴とする情報集合体である。
【００３３】以上のような本発明の液晶表示装置は、例
えば走査電極と信号電極がマトリックス状に形成された
液晶表示パネルと、前記走査電極を駆動する走査電極駆
動回路群と、前記信号電極を駆動する信号電極駆動回路
群と、これら各電極駆動回路群にデータ信号を供給する
信号処理回路を具備した液晶表示装置で、前記信号処理
回路を構成するデータ信号・データ反転制御（ＩＮＶ）
信号制御回路が、Ｒ画像データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像
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7
データ各々に対してデータ反転制御を行う機能を備え、
前記Ｒ画像データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像データ毎に生
成されたデータ反転制御信号を融合して出力する機能を
備え、前記信号電極駆動回路群を構成する信号電極駆動
回路が前記融合されたデータ反転制御信号を前記Ｒ画像
データ、Ｇ画像データ、Ｂ画像データ毎のデータ反転制
御信号に分離する機能を備えることを特徴とする。
【００３４】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図を用いて説明する。
【００３５】（実施の形態）図１は本発明の実施の形態
による液晶表示装置を示す模式的なブロック図である。
この液晶表示装置はデータ信号・データ反転制御（以下
ＩＮＶと記載）信号処理回路２および制御信号処理回路
３から構成される信号処理回路１と、複数の走査電極駆
動回路５ａから構成される走査電極駆動回路群５と、複
数の信号電極駆動回路６ａから構成される信号電極駆動
回路６と、液晶パネル７と、データ信号バス１０と、Ｉ
ＮＶ信号バス８と、信号電極駆動用制御信号バス９と、
走査電極駆動用信号バス１１と、画像信号・同期信号入
力部４とから構成される。
【００３６】また、図２は前記データ信号・ＩＮＶ信号
処理回路２を更に詳しく説明した詳細図である。前記デ
ータ信号・ＩＮＶ信号処理回路２はＲ画像データ信号反
転回路５１ａと、Ｇ画像データ信号反転回路５１ｂと、
Ｂ画像データ反転回路５１ｃと、Ｒ画像データ信号比較
回路５２ａと、Ｇ画像データ信号比較回路５２ｂと、Ｂ
画像データ信号比較回路５２ｃと、ＲＧＢデータ信号保
持回路５３と、同期信号生成回路５４と、Ｒ－ＩＮＶ信
号生成回路５５ａと、ＧＩＮＶ信号生成回路５５ｂと、
ＢＩＮＶ信号生成回路５５ｃと、ＩＮＶ信号マージ回路
５６と、画像データ分解回路５７ａおよび画像データ分
解回路５７ｂとから構成される。
【００３７】更に図３は前記信号電極駆動電極回路６ａ
を更に詳しく説明した詳細図である。信号電極駆動電極
回路６ａは、Ｒ画像信号反転回路７１ａと、Ｇ画像信号
反転回路７１ｂと、Ｂ画像信号反転回路７１Ｃと、ＩＮ
Ｖ信号処理回路７２と、シフトレジスタ回路７６と、ラ
ッチ回路７５と、Ｄ／Ａコンバータ７４と、出力回路７
３と、画像データ複合回路７７とから構成される。
【００３８】図４は、クロック信号とＲ，Ｇ，Ｂ毎のＲ
ＧＢデータ信号およびＲ，Ｇ，Ｂ毎のＩＮＶ信号の任意
のＮ－１ドット目とＮドット目（Ｎ：自然数）の信号波
形を示している。ここでは一例として、Ｎ－１ドット目
のＲＧＢのデータ値はＲ＝＃３Ｆ，Ｇ＝＃３Ｆ，Ｂ＝＃
３Ｆであり、Ｎドット目のＲＧＢのデータ値はＲ＝＃０
０，Ｇ＝＃３０，Ｂ＝＃３３としている。
【００３９】以上のように構成される、本発明の実施の
形態による液晶表示装置について、図１～図４を用い
て、その動作の説明を行う。
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【００４０】まず、図１に示すように、画像信号・同期
信号入力部４から入力された画像信号・同期信号を元に
制御信号処理回路３は、信号電極回路群６で使用するス
タートパルス信号、クロック信号、ロード信号を生成す
る。
【００４１】次に、図６に示すように、データ信号・Ｉ
ＮＶ信号処理回路２は、まず、現サイクル（Ｎ番目のド
ットを転送するサイクル）のＲＧＢ画像データと１ドッ
ト前のサイクル（Ｎ－１番目のドットを転送するサイク
ル）でＲＧＢデータ信号保持回路５３に格納された１ド
ット前のＲＧＢ画像データとを取り出し、それぞれ画像
データ分解回路５７ａ、５７ｂに出力する。画像データ
分解回路５７ａ、５７ｂは、ＲＧＢ画像データの入力を
受けると、これをＲ，Ｇ、Ｂの各成分毎に分解して、Ｒ
でー多、Ｇデータ、Ｂデータを生成して、Ｒデータ信号
比較回路５２ａ、Ｇデータ信号比較回路５２ｂ、Ｂデー
タ信号比較回路５２ｃへそれぞれ出力する。Ｒデータ信
号比較回路５２ａ、Ｇデータ信号比較回路５２ｂ、Ｂデ
ータ信号比較回路５２ｃは、Ｒ、Ｇ、Ｂの各画像データ
について、該画像データ内の各データ列毎に、Ｎ番目の
ドットの画像データと、Ｎ番目のドットの画像データと
の比較を行う。
【００４２】ここでＲ、Ｇ、Ｂの成分のＲＧＢデータ信
号がそれぞれ６ｂｉｔの場合では、ＲＧＢの各々６ｂｉ
ｔについて、４ｂｉｔ以上のデータが１ドット前のデー
タから変化した時、Ｒ－ＩＮＶデータ信号生成回路５５
ａ，Ｇ－ＩＮＶデータ信号生成回路５５ｂ，Ｂ－ＩＮＶ
データ信号生成回路５５ｃにおいて、それぞれＲ，Ｇ，
Ｂ毎のＩＮＶ信号を生成する。
【００４３】ＩＮＶデータ信号マージ回路５６は、画像
信号・同期信号入力端子４から入力された同期信号を元
に、内部同期信号生成回路５４にて生成された内部同期
信号を元に、Ｒ－ＩＮＶデータ信号生成回路５５ａ，Ｇ
－ＩＮＶデータ信号生成回路５５ｂ，Ｂ－ＩＮＶデータ
信号生成回路５５ｃから出力されたＩＮＶ信号をひとつ
にまとめる。
【００４４】本実施例では、図４に示すとおり、Ｎドッ
トのサイクルにおいて、Ｒ，Ｇ，Ｂ各成分に応じた３つ
のステージに時間分割し、Ｒ，Ｇ，Ｂそれぞれの画像デ
ータに属するＩＮＶ信号の情報を含めている。このよう
に生成されたＩＮＶ信号は、ＩＮＶ信号バス８を経由し
て、信号電極駆動回路群６に供給される。例えば、図４
に示したようにＮ、－１ドット目のＲＧＢデータ信号が
Ｒ＝＃３Ｆ，Ｇ＝＃３Ｆ，Ｂ＝＃３ＦでＮドット目の値
がＲ＝＃００，Ｇ＝＃３０，Ｂ＝＃３３の場合は、Ｒ成
分が６ｂｉｔ，Ｇ成分が４ｂｉｔ，Ｂ成分が２ｂｉｔ変
化し、Ｒ－ＩＮＶ，およびＧ－ＩＮＶ信号が生成され
る。
【００４５】一方、上記の動作と平行して、Ｒデータ信
号反転回路５１ａ，Ｇデータ信号反転回路５１ｂ，Ｂデ
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ータ信号反転回路５１ｃは、ＲＧＢ画像データを反転さ
せた反転信号を、信号電極駆動制御バス１０を経由し
て、信号電極駆動回路群６に供給する。
【００４６】次に、図３に示すように、信号電極駆動回
路６ａにおいては、ＲＧＢ画像データを反転させた反転
信号をＲ，Ｇ，Ｂ毎に各々Ｒ画像信号反転回路７１ａ，
Ｇ画像信号反転回路７１ｂ，Ｂ画像信号反転回路７１ｃ
で受け取り、ＩＮＶ信号をＩＮＶ信号処理回路７２で受
けとる。ＩＮＶ信号処理回路７２はＲＧＢでマージされ
たＩＮＶ信号から、Ｒ画像データ、Ｇ画像データ、Ｂ画
像データにそれぞれ対応したＲ－ＩＮＶ信号、Ｇ－ＩＮ
Ｖ信号、Ｂ－ＩＮＶ信号制御信号を生成して、Ｒ画像信
号反転回路７１ａ、Ｇ画像信号反転回路７１ｂ、Ｂ画像
信号反転回路７１ｃにそれぞれ出力する。
【００４７】Ｒ、Ｇ、Ｂの各画像信号反転回路７１ａ～
７１ｂは、受け取ったＲ－ＩＮＶ信号、Ｇ－ＩＮＶ信
号、Ｂ－ＩＮＶ信号に基づいて、入力されたＲ、Ｇ、Ｂ
の各画像データの反転信号を再度反転し、画像データ複
合回路７７にて、３種のデータを１つに複合した後、ラ
ッチ回路７５に供給する。
【００４８】以後、従来例と同様にして、ＩＮＶ信号出
力８とＲＧＢデータ信号出力１０とに基づいて、信号処
理が行われ、継続的にラッチ回路７５にＲＧＢデータ信
号が供給される。
【００４９】ラッチ回路７５には制御信号バス９を通じ
て制御信号処理回路３から供給されるロード信号に同期
して、シフトレジスタ７６から供給される制御信号に基
づき、ＲＧＢデータ信号をラッチする。ラッチしたＲＧ
Ｂデータ信号は後段のＤ／Ａコンバータ回路７４に送ら
れ、アナログデータに変換されて、パネル出力回路７３
を経由して液晶パネル７に供給され、液晶パネルを駆動
する。
【００５０】液晶パネル７内の画素には制御信号処理回
路３から走査電極駆動制御信号バス１１を軽油して、走
査電極回路群５にスタートパルス、クロック信号等が供
給され、信号電極回路７６から供給されたデータ信号を
画素に取り込み、液晶パネル７に画像表示を行う。
【００５１】同様に、ＲＧＢ各々で６ｂｉｔの内、４ｂ
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ｉｔ以上のデータが１ドット前のデータから変化しない
時、Ｒ－ＩＮＶデータ信号生成回路５５ａ，Ｇ－ＩＮＶ
データ信号生成回路５５ｂ，Ｂ－ＩＮＶデータ信号生成
回路５５ｃにおいてＲ，Ｇ，Ｂ毎のＩＮＶ信号を生成せ
ず、ＩＮＶ信号バス８を経由して、信号電極駆動回路群
６にＩＮＶ信号を供給しない。
【００５２】信号電極駆動回路６ａにおいては、ＲＧＢ
画像データの正転信号をＲ，Ｇ，Ｂ毎に各々Ｒ画像信号
反転回路７１ａ，Ｇ画像信号反転回路７１ｂ，Ｂ画像信
号反転回路７１ｃで受け取り、ラッチ回路７５に供給す
る。
【００５３】以後、ＩＮＶ信号とＲＧＢ画像信号に基づ
いて、信号処理が行われ、継続的にラッチ回路７５にＲ
ＧＢデータ信号が供給される。
【００５４】ラッチ回路７５には制御信号バス９を通じ
て制御信号処理回路３から供給されるロード信号に同期
して、シフトレジスタ７６から供給される制御信号に基
づき、ＲＧＢデータ信号をラッチする。ラッチしたＲＧ
Ｂデータ信号は後段のＤ／Ａコンバータ回路７４に送ら
れ、アナログデータに変換されて、パネル出力回路７３
を経由して液晶パネル７に供給され、これを駆動する。
【００５５】液晶パネル７内の画素には制御信号処理回
路３から走査電極駆動制御信号バス１１を経由して、走
査電極回路群５にスタートパルス、クロック信号等が供
給され、信号電極回路７６から供給されたデータ信号を
画素に取り込み、液晶パネル７に画像表示を行う。
【００５６】このように、本実施の形態によれば、画像
データについて、各画素内のＲ，Ｇ，Ｂ成分に応じて変
化量を比較して、データの反転およびＩＮＶ信号を出力
するようにしたことにより、変化点の個数の削減をきめ
細かく行って、消費電流、電磁輻射量の削減を実現する
ことが可能となる。上記の例で示した場合を見ると、Ｒ
ＧＢ画素のデータが以下の（表１）のように変化する場
合には変化点の個数が削減されて、この効果が得られる
ことがあきらかである。
【００５７】
【表１】
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特に、Ｒ、Ｇ、Ｂの各成分間で変化点の個数に偏りがあ
る場合については、従来の方法では変化点が増えてしま
うため、本実施の形態の方が変化点を削減する効果が大
きくなることがわかる。
【００５８】なお、上記の実施の形態においては、画像
データをＲ、Ｇ、Ｂの３成分に分割し、これら各成分の
データ毎について、データの変化量を比較するものとし
て説明をおこなったが、本発明はこれに限定するもので
はなく、本発明は、Ｒ、Ｇ、Ｂといった成分や、データ
の分割する個数によらずとも実現することができる。例
えば画像データがＲＧＢ１８ビットである場合は、前半
９ビット、後半９ビットに分割して、それぞれの９ビッ
ト分毎に、あるサイクルのデータとその前のサイクルの
データとを比較して、画像データの反転を行わせるよう
にしてもよい。
【００５９】また、本発明の表示装置は、実施の形態に
おいては液晶表示装置として説明を行ったが、これに限
定する必要はなく、本発明の駆動回路は、表示パネルと
して、は他にプラズマディスプレイ、ＥＬ（エレクトロ
ルミネッセンス）ディスプレイ等に対し用いてもよい。
【００６０】また、本発明の画像信号駆動回路は実施の
形態の信号電極駆動回路群６に相当し、本発明の走査信
号駆動回路は実施の形態の走査電極駆動回路群５に相当
し、本発明の画像データ分解手段は実施の形態の画像デ
ータ分解回路に相当し、本発明の画像データ成分別比較
手段は実施の形態の画像データ信号比較回路５２ａ～５
２ｃに相当し、本発明の画像データ成分別反転手段は実
施の形態の画像データ信号反転回路５１ａ～５１ｃに相
当し、本発明のＩＮＶデータ信号成分別生成手段は、施
の形態のＩＮＶ信号生成回路５５ａ～５５ｃおよびＩＮ
Ｖ信号マージ回路５６に相当し、本発明の画像データ成
分別再反転手段は実施の形態の画像信号反転回路７１ａ
～７１ｃに相当し、本発明のＩＮＶ信号処理手段は実施
の形態のＩＮＶ処理回路７２に相当し本発明の画像デー
タ複合手段は、実施の形態の画像データ複合回路７７に
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相当する。
【００６１】また、本発明の表示装置を画像表示応用装
置としてノートパソコンまたはモニタディスプレイに用
いることにより、省電力な画像表示応用装置を得ること
ができる。
【００６２】また、上記の説明においては、本発明の実
施の形態における駆動回路、表示装置および表示装置の
駆動方法について説明を行ったが、本発明は、上述した
本発明の全部または一部の手段の全部または一部の機能
をコンピュータにより実行させるためのプログラムおよ
び／またはデータを担持した媒体であり、コンピュータ
により読み取り可能且つ、読み取られた前記プログラム
および／またはデータが前記コンピュータと協動して前
記機能を実行する媒体として実現してもよい。
【００６３】また、本発明は、上述した本発明の全部ま
たは一部の手段の全部または一部の機能をコンピュータ
により実行させるためのプログラムおよび／またはデー
タであり、前記コンピュータと協動して前記機能を実行
することを特徴とする情報集合体として実現してもよ
い。
【００６４】また、上記において、データとは、データ
構造、データフォーマット、データの種類などを含む。
また、媒体とは、ＲＯＭ等の記録媒体、インターネット
等の伝送媒体、光・電波・音波等の伝送媒体を含む。ま
た、担持した媒体とは、例えば、プログラムおよび／ま
たはデータを記録した記録媒体、やプログラムおよび／
またはデータを伝送する伝送媒体等を含む。
【００６５】さらに、コンピュータにより処理可能と
は、例えば、ＲＯＭなどの記録媒体の場合であれば、コ
ンピュータにより読みとり可能であることであり、伝送
媒体の場合であれば、伝送対象となるプログラムおよび
／またはデータが伝送の結果として、コンピュータによ
り取り扱えることであることを含み、情報集合体とは、
例えば、プログラムおよび／またはデータ等のソフトウ
エアを含むものである。
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【００６６】したがって、以上説明した様に、本発明の
構成は、ソフトウェア的に実現しても良いし、ハードウ
ェア的に実現しても良い。
【００６７】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
ＩＮＶ機能を分割した画像データ個別に設定し、個別の
機能をひとつにまとめて、伝送することにより、信号処
理回路から信号電極駆動回路群への画像データの伝送に
対し、従来よりもデータの変化点を少なくすることが可
能となり、消費電力、ＥＭＩ削減効果を得ることが可能
となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態による液晶表示装置の概略
ブロック図
【図２】本発明の実施の形態による液晶表示装置中のデ
ータ信号・ＩＮＶ信号処理回路の詳細図
【図３】本発明の実施の形態による信号駆動制御回路の
詳細図
【図４】本発明の実施の形態によるＩＮＶ信号タイミン
グ図
【図５】従来の技術による液晶表示装置の概略ブロック
図
【図６】従来の技術による信号処理回路の中のデータ信
号・ＩＮＶ信号処理回路の詳細図
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【図７】従来の技術による信号駆動制御回路の詳細図

【図８】従来の技術によるＩＮＶ信号のタイミング図

【符号の説明】
１  信号処理回路
２  データ信号・ＩＮＶ信号処理回路
３  制御信号処理回路
４  画像信号・同期信号入力端子
５  走査電極駆動回路群
５ａ 走査電極駆動回路
６  信号電極駆動回路群
６ａ 信号電極駆動回路
７  液晶パネル
８  ＩＮＶ信号バス配線
９  信号電極駆動制御信号バス配線
１０  データ信号バス配線
１１  走査電極駆動制御信号バス配線
５１ａ～５１ｃ  画像データ信号反転回路
５２ａ～５２ｃ  画像データ信号比較回路
５３  ＲＧＢデータ信号保持回路
５４  内部同期信号生成回路
５５ａ～５５ｃ  ＩＮＶ信号生成回路
５６ ＩＮＶ信号マージ回路
５７ａ、５７ｂ  画像データ分解回路
７７  画像データ複合回路【図３】
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【図４】

【図６】
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